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■ ｼｽﾃﾑｱｰｷﾃｸﾁｬｼｽﾃﾑｱｰｷﾃｸﾁｬｼｽﾃﾑｱｰｷﾃｸﾁｬｼｽﾃﾑｱｰｷﾃｸﾁｬ
運用のしやすさ、ｼｽﾃﾑ全体を止める事なくメ
ンテナンスが可能である事、負荷対策が柔軟
に行える事を念頭にｱｰｷﾃｸﾁｬを決定する。

投資と同様、リスク管理が必要

ｼｽﾃﾑ構築の考察ﾎﾟｲﾝﾄ
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ｼｽﾃﾑ構築の考察ﾎﾟｲﾝﾄ ～Webサーバ

■Webｻｰﾊｻｰﾊｻｰﾊｻｰﾊﾞ゙゙゙
1.負荷分散装置かｿﾌﾄｳｪｱ分散か

→当社ではIIS+Windows NLBを利用しｽｹｰﾙｱｳﾄ

2.ﾌﾛﾝﾄ開発者は業務の理解が無くても良い。
→ﾋﾞｼﾞﾈｽﾛｼﾞｯｸは全てｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｻｰﾊﾞへ(3階層)
→ActiveServerPagesにおけるﾌﾛﾝﾄﾃﾞｻﾞｲﾝへ集中する事による

圧倒的な開発生産性の向上
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ｼｽﾃﾑ構築の考察ﾎﾟｲﾝﾄ ～ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｻｰﾊﾞ

■ ｱﾌｱﾌｱﾌｱﾌﾟ゚゚゚ﾘｹｰｼｮﾝｻｰﾊﾘｹｰｼｮﾝｻｰﾊﾘｹｰｼｮﾝｻｰﾊﾘｹｰｼｮﾝｻｰﾊﾞ゙゙゙
1.同一構成のﾊｰﾄﾞｳｪｱでｽｹｰﾙｱｳﾄ

ｻｰﾋﾞｽﾊﾟｯｸが部分的に適用しやすいというﾒﾘｯﾄも。
2.優秀な外部のｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄを導入する。

→KairosメモリメモリメモリメモリDBをををを導入導入導入導入
3.ﾁｬﾈﾙに影響されない純粋なﾋﾞｼﾞﾈｽﾛｼﾞｯｸを記述
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■ DBDBDBDBｻｰﾊｻｰﾊｻｰﾊｻｰﾊﾞ゙゙゙
基本的にｽｹｰﾙｱｯﾌﾟの考えだが、当社はｽｹｰﾙｱｳﾄとの組
み合わせ。CPU増強の限界に対するﾘｽｸを考える。
→半導体Disk等を利用する事も検討

→ﾃﾞｰﾀがﾕﾆｰｸではないﾓﾉ(株価等)はﾌﾛﾝﾄ～ｱﾌﾟﾘ層へ

ｼｽﾃﾑ構築の考察ポイント ～DBサーバ
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■最新ﾃｸﾉﾛｼﾞｰや優秀なﾊﾟｯｹｰｼﾞの長所を活かす

■他社が簡単に真似の出来ないものを構築する

■ ROIを意識する(後々無駄にならない)

■製品のロードマップを重要視する

■ ｺｽﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽには開発/運用の容易さも含まれる

R&D、他社との差別化
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株価というﾃﾞｰﾀ性質上、1箇所のDBで管理

する必要が無い

KairosメモリDBの導入 (導入前)

＜＜＜＜メモリメモリメモリメモリDB導入前導入前導入前導入前＞＞＞＞
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・ﾊｰﾄﾞｳｪｱ費用削減、障害に対する

ﾘｽｸ分散が実現

KairosメモリDBの導入 (導入後)

＜＜＜＜メモリメモリメモリメモリDB導入後導入後導入後導入後＞＞＞＞
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パブリッシャパブリッシャパブリッシャパブリッシャ ディストリビュータディストリビュータディストリビュータディストリビュータ サブスクライバサブスクライバサブスクライバサブスクライバ

パブリケーション

データベース
トランザクション

ログ

ディストリビューション

エージェント
サブスクリプション

データベース

ログリーダー

エージェント
ディストリビューション

データベース

MSSQLMSSQLMSSQLMSSQL KsyncKsyncKsyncKsync KairosKairosKairosKairos

複製対象

テーブル

差分情報

テーブル

差分情報
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構成 説明

・パブリッシャ、サブスクライバ方式

・複製元テーブルには複製情報管理

のための項目追加が必要

・複製元データベースの

トランザクションログを参照して複製

を行う

・パブリッシャ/ディストリビューション側

に障害が発生した場合の復旧方法が

複雑

・パブリッシャ、サブスクライバ方式

・複製元テーブルには複製情報管理

のための項目追加が不要

別途差分情報テーブルが生成される

・差分情報は複製対象テーブルに

更新トリガが設定され取得される

・障害復旧方法は複製対象テーブル

を完全同期させるコマンドを提供

復旧手順がシンプル

差分情報

取込スレッド

SQLServerとのデータ同期
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VisualBasicからADOを介したKairosの使い方
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ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ実測(当社の株価取得処理で計測)
■同一筐体にSQLServerとKairosとを

ｾｯﾄｱｯﾌﾟし、
SQLServerは2万回の株価取得の
ｸｴﾘをﾗﾝﾀﾞﾑに実行
Kairosは20万回の株価取得のｸｴﾘを
ﾗﾝﾀﾞﾑに実行

■各ｸﾞﾗﾌについて
青色→SQLServer
赤色→Kairos
緑色→TotalProccessorTime

■ ﾄｰﾀﾙCPU利用率は20%強から10%未
満に。同一条件では1%程度と想定

■Kairos側はSQLServerと比較し、低
CPU利用率、短時間で実行を終了
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■大型時価DBを完全廃止する事が出来た

■ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ接続文字列の変更(環境設定の変更)の
みで、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ修正は発生せず、短期間で移行が可
能だった。

→当社におけるKairos導入にあたり、Kairos
側をよりMS製品と近づけるためのｶｽﾀﾏｲｽﾞ

が可能だった事が導入の決め手

Kairosへの移行を終えて
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■ADOからのアクセスが可能である事
→COM+やIISからのｱｸｾｽは必須条件

■View(DBにおける複数の表の連結)のｱｸｾｽが可能
となる事
→Indexが効率よく利用される事が必須条件

■NTｻｰﾋﾞｽに準拠する事
→ﾒﾓﾘDBが利用可能である前提として、ｲﾆｼｬﾙ

ﾃﾞｰﾀを取り込み済みの状態で起動される
必要があった。

Kairosのｶｽﾀﾏｲｽﾞ
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